
発行 小野学区まちづくり協議会 ２０２３(令和５)年５月 通巻 ３０ 号

まちづくり協議会 総会終える
住民諸団体も順次総会を終了 すべての議案を可決

4月15日(土)の小野学区自治連合会を皮切りに１ヶ月にわたった総会シーズンは5月14日(日)に開催

された体育協会の総会をもって終えました。各住民団体の活動報告や会計報告及び本年度の事業計画と

予算案のすべてが承認され、会長なども選出されて小野学区まちづくり協議会の陣容が整いました。

小野学区まちづくり協議会の総会は4月29日(土)に開催されました。冒頭、急逝された岩田和彦前会

長の死を悼み、黙祷を捧げました。今年度の大きな企画として決定しましたハロウィンは岩田さんが昨

年度精力的に推進されて子どもたちから圧倒的な好評を得た事業です。これを継承発展させるはずであ

りました。また「まちづくり計画書」遂行(継続)の2年次を迎え、かつコミュニティセンターの委託方

式が新たにパターン2※へ移行するという大切な年度であるだけに岩田さんの死は惜しんでも惜しみき

れません。総会は、近藤新会長のもと、それらを含む活動方針の遂行を承認しました。

重点目標の一つめは各住民団体が抱える後継者対策です。地域活動の担い手が高齢化しているのは周

知のこととしても、今年度最大のトピックは社会福祉協議会が〈今年度いっぱい会長の後継者を鋭意探

し求め交渉してなお人を得ることができな

ければ、来年度は休会する〉ことを決議さ

れたことであります。この数年来、会長の

立候補者が出なかったこと、推薦候補さえ

得られないという状態は社協だけの問題で

はありません。現に人推協や交通安全協会

等も同じ悩みを抱えて数年を経過していま

す。地域活動の支柱の一つである社協の休

会などあってはならない事態であり、地域

を挙げて対処すべきであります。長期的に

は防災、防犯、健康、環境整備・美化など、

だれもができ、参加しやすいまちづくりプ

ランの検討と実施を急ぎます。

そのためにも活動の協働化、複合的な取

り組みや省力化の工夫が必要と考えられま

す。各団体の行事のうち、類似の行事ある

いは複合できる行事について協働して実施

することにより、各団体等の負担を軽減し、

人員と予算を集中化する、住民ニーズに応

えた事業の開催ができるようにしたい、と

りわけ災害時における対策について一層の

総合化を図っていきたいと考えています。

総会では大きくこの二つの重点目標の推

進を確認しました。

正念場の2年目になりそうです。
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採択された下表の予算について簡単な説明をしておきましょう。併せて前ページのパターン2※についても少

し触れておきます。

小野学区まちづくり協議会 2023(令和5)年度予算書

■収入
項 目 前年決算額 予算額 増 減 摘 要

繰越金 0 99,067 99,067

委託料 ※1 2,441,780 5,664,010 3,222,230 大津市(コミュニティセンター業務委託料) パターン２へ移行

助成金 200,000 200,000 0 大津市(まちづくり協議会運営補助金)

助成金 150,000 0 -150,000 大津市(地域元気づくり事業)

雑収入 3,000 0 -3,000 プリンター使用料

雑収入 2 2 0 預金利息

合 計 2,794,782 5,963,079 3,168,297

■支出
項 目 前年決算額 予算額 増 減 摘 要

人件費 ※1 2,126,000 4,755,000 2,629,000

通信費 112,003 114,000 1,997

公租公課 7,268 15,000 7,732

備品費 138,609 150,000 11,391

消耗品費 66,147 80,000 13,853 文具など

会議費 5,052 10,000 4,948

印刷製本費 64,776 85,000 20,224 広報

交通費 4,060 10,000 5,940 出張

講座関係費 0 100,000 100,000 講師謝礼等 パターン２「生涯学習」事業

事業運営費 ※2 171,800 300,000 128,200 ハロウィン 文化祭 等

予備費 0 344,079 344,079

合 計 2,695,715 5,963,079 3,267,364

収入ｰ支出 99,067 0 -99,067

次年度繰越金 99,067 0

※1 委託料 2,441,780円 ⇒ 5,664,010円 ※2 事業運営費 300,000円

金額の大幅な増額は、委託方式がパターン1から 昨年度150,000円を限度額として大津市「地域

パターン２へ変わったためです。昨年度、まちづく 元気づくり」事業が企画され、小野学区は岩田前会

り協議会が大津市から委託されたパターン1の業務 長主導のもとハロウィン・ウォークラリーを実施し

とはコミュニティセンターの管理運営全般(従事者１ ました。これまで、全自治会がこぞって参画する事

人分)でした。今年度のパターン２とは、その管理業 業は一斉清掃と区民体育祭、防災訓練を除いてあり

務のほかに「生涯学習」の研修・計画立案・実施の ませんでした。ましてや、多くの住民団体が協力体

業務(従事者１人分)が加わるものです。 制を整えて実施した事業はありませんでしたが事故

実際の勤務は従事者が３人から６人に増え、午前 もなく無事成功裏に終えることができたのでした。

・午後の半日シフト制の交代勤務を原則にしていま かつてない貴重な経験でありました。総会でこれを

す。未体験の業務が多くなるだけではなく生涯学習 継承、展開することに支持をいただきました。

の業務分担や業務の蓄積・継承をどうしていくのか、 事業運営費300,000円について、金額が多い

現実的にも将来的にも難問を抱えています。 訳のその一つは、実施計画のハロウィン・ウォーク

いずれにしましても委託料のほとんどは人件費と ラリーが大津市の新事業の助成金対象にならない場

して支出されます。人件費4,755,000円は昨年度 合を考慮したためです。昨年の実績から20万円ほど

の実績をベースにしました。加えて、今日まで業務 を想定しています。計画のもう一つは学区文化祭の

に遺漏なきを重視して、日々、従事者間の引き継ぎ 充実の準備であります。小野学区には多くの学識経

やミーティングをできる限り丁寧にするよう時間を 験者や多芸多能な人物がおられます。プロから趣味

なんとか確保してきましたが、生涯学習がらみで、 の人まで、より多くの人が発表交流できる場を作り

今後は一層の連携と協議が必須となるため、また外 たいと考えています。高額ではありませんが10万円

部団体や人との折衝、研修、出張などが増えるのを 程度を準備しました。以前あった写真展を復活させ

見越して少し多めに予算化しました。今のところ、 ることなども考えられるのではないでしょうか。小

この範囲で収まることを期待するばかりです。 さくても、できることから始めます。



好評の「ふれあいサロンバス」初夏号
国立印刷局(彦根工場)＆多賀大社・豊郷めぐり

６月２９日(木)

参加費 ２,０００円(昼食代込み)

申込期限 ６月１２日(月) １５時まで

注意事項はチラシで確認してください
写真：多賀大社HPより

小野小学校を卒業し志賀中学校に入学された17名

の新入生に、「相談のしおりを４年ぶりに直接、手

渡しで4月13日に配布しました。新入生は受け取

る時、みんな元気よく「ありがとう」と声をかけて応答してく

れました。少年補導(委)員会が押し花を用意し、生徒会等と一緒

に作成した押し花の入った「相談のしおり」

を、入学する中学一年生に毎年配布していま

す。このしおりは、初めて経験する中学校生活で、自分一人で抱えきれないよう

な悩みがでてきたならば、「相談のしおり」に書かれている堅田少年センターに

気軽に電話で相談できるようにしたものです。 『少年補導(委)員会』

５月12日は、民生委員児童委員の日でした。1917年に民生委員制度の基に

なる、済生顧問制度が創設されたことを記念して制定されました。５月は活動

強化月間として、「おの民児協だより」の作成、配布、小野小学校児

童の登下校の見守り等に力を入れています。

⇦滋賀県社会福祉協議会のマスコット「びわっ湖ミンジー」も見守っています。

｢転ばぬ先の健康づくり｣ ピンころクラブのご案内

ふれあいを大切にしながら 元気で明るく 楽しい活動

毎月第2火曜日実施(8月は休み) 9：30～ 11：30 小野市民センター

小野地区住民であること 参加費は無料(民児協で保険に加入)

詳細案内は「おの民児協だより」最新号(春号)をご覧ください

スポーツ少年団
団員 バレー・野球 募集

野球体験教室開催
とき：６月４日(日)午後２時～ (雨天中止)

場所：小野小学校グラウンド

※運動するのにふさわしい服装でお越しください

※特に道具は不要ですが使い慣れたグローブがあれば持参してください

※保護者の方も是非ご一緒に参加してください

問い合わせ 090-8985-4135(団長：石原) 090-7887-8841(事務局：志村)



６月１８日(日) 予備日７月２日(日)

ご参加 ご協力をお願いします

ただし 高齢の方は 無理に参加しないでください

体調がすぐれない方も ご遠慮ください

各自治会の指示に従って

安全第一を最優先で取り組んでください

大津市動物愛護センター 〒520-0246 大津市仰木の里一丁目24-2 TEL 077-574-4601

小野学区空地空家対策事業 庭や空地の 草刈り・剪定草刈り・剪定 申し込み受付中

概要 ① 参考料金 １人８時間の作業報酬と諸経費 (１０，０００円)

② 空地(６０坪程度)の除草(機械刈り)

庭の除草清掃(含手作業)・簡単な剪定(委細相談)

申込用紙(登録票)を077(594)3073へ ファクス してください
主管：朝日二丁目自治会（内田）

登録済みの方は☎電話をおかけください

申込用紙(登録票)は小野コミュニティセンターに置いています

発行：大津市湖青一丁目１番地２ 小野コミュニティセンター内 小野学区まちづくり協議会 責任者：近藤慶次郎


